
 

 

第 9 号様式（第 19 条関係） 

 平成 23 年 3 月 31 日 

新 宿 区 長  あて 

法 人 名 NPO 法人 いきいき里の会 

所 在 地  新宿区住吉町 14-6 ﾍﾞﾙｳｯﾄﾞﾋﾞﾙ 

（フリガナ）        ｲ ｹ ﾍﾞ  ﾐ ﾁ ﾀ ｶ 

代表者氏名  理事長 池 辺  道 隆 

 

事 業 実 績 報 告 書 

 

新宿区協働推進基金条例施行規則第 19 条の規定により、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 助成対象事業 

事 業 名 
独居高齢者孤独死防止事業 

 

実施日時又は期間 
平成 22 年６月 17 日～平成 23 年 3 月 31 日 

             上記期間中の全５回 

対象者の範囲及び人数 
新宿区々内在住高齢者および付添家族等 

             当該年度参加者 延べ２６７名 

事 業 内 容 

毎回第一部「お笑いと演芸」 内容： 落語、漫才、漫談、講談 

                  俗曲、紙切、コント、奇術 

  第二部「お楽しみ抽選会」 

具体的な活動状況 

第１回 22.6.25  四谷地域センター 三遊亭左圓馬・絵馬 

第２回 22.9.17     〃     三遊亭左圓馬・絵馬・美由紀 

第３回 22.11.19       〃          二代目三波伸介一座 

第４回 23.1.22     〃          三遊亭左圓馬。絵馬および 

                    女子高生漫談クラブ一行 

第５回 23.2.26        〃          牧 伸二（東京演芸協会）一行 

 事業の成果 

 当年度実施日の参加者延べ数は 267 名。但し当会会員の参加は除く。 

この他に対象期間外の 4/23 実施分の 78 人を含めると実延べ数は 345 

名になる。回を重ねたリピーターの中には利用者同士で顔なじみとな

り、隣り合わせて席を確保。杖を持つ高齢者、車椅子利用者も見かけ

るようになりました。此の会を心待ちしているとのこと。またある人

は自分の地域にはこのような催しはないので、残念と言ってくださる

方々の言葉やこうして会の応援に来ていただけることは自信にもつな

がり、活動継続の責任を感じます。 

 また、当該事業の参加者は男性が多いのは、この地域の大きな特徴

といえるかも知れません。 

 

 



 

２ 助成対象事業費内訳（実績） 

※ 内訳は、できるだけ「単価×数量」で示してください。 

※ １万円以上のものについては、領収書（写し可）を添付してください。 

収 
 

入 

経 費 積算根拠（内訳） 金  額 

団体負担金 
 

459,981 円 

参加費・資料代等 
優待券使用者 @300×193 人＝57,900 

   一 般 @500× 74 人＝37,000 
94,900 円 

その他の収入 
 

円 

協働推進基金助成金 助成金交付額            500,000 円 

計                  1,054,881 円 

支
出
（
助
成
の
対
象
に
な
る
事
業
費
の
内
訳
） 

費 目 決算額 内  訳 

会議費 24,000 円 
イベント会場借料 四谷地域ｾﾝﾀｰ(多目的ﾎｰﾙ)@4,800

×５回 

宣伝費 126,185 円 
チラシ等印刷５回分 104,900 円,同代金送金手数料

@105×5=525, ﾁﾗｼ新聞折込料 3460×6=20,760 

リース費 円 
 

消耗品費 32,580 円 
ｲﾍﾞﾝﾄ開催案内用紙、封筒代、パソコンインク代等 

謝礼 480,000 円 

6/25(2 人)５万円、9/17(3 人)８万円、11/19(7 人)15 万

円、1/22(3 人)8 万円、2/26(4 人)12 万円 

「舞台セッティング、抽選会を含め 3.5 時間拘束」 

人件費 184,000 円 
イベント事業開催活動及び会議出席活動費 

＠4,000×（６名延べ 46 日分） 

材料費 円 
 

交通費 52,000 円 
会議出席交通費＠1,000×（６名延べ 52 日分）及び        

その他諸経費 
  

40,190 円 

イベント開催案内郵送代（５回分）29,060 

イベント開催用品搬送料 9,870  

謝礼振込手数料 1260 

助成対象事業費（小計） 938,955 円      
         

余  剰  金  30,523 円 
500,000－(938,955÷2)  

助成 対 象 外事 業 費 115,926 円 
「お楽み抽選景品代」81,926 円,謝礼 2/26 分（10,000）, 

人件費超過分@4000×6 日分(24,000) 

事 業 総 額           1,054,881 円 



 

３ 助成事業の成果と課題 

評価のポイント 自己評価 

事業を計画した当初に決めた目標につい

て、どこまで達成できたか。 

 対象地域における当該事業参加者は、順次増加

を見ており、他地域からの参加者もある。リピー

ター同志の顔馴染みも増え、友達づくりの一環と

して更なる活動の多様化に注意していきたい。 

地域にどのような効果があったか、又は今

後見込まれる効果は何か。 

 当該地域での活動は、回を重ねリピーターの様

子から在住高齢者間の友達づくりや閉じ籠り防止

に効果を齎し、今後にあっても孤立化防止の一助

となれば幸いである。 

費用対効果は適正であったか。 

 芸能界の支援協力も得られ、相応の対価と考え

るが、今後は大学等の「落研」学徒によるクラブ

制度等を検討し、費用面の節減も配慮した事業と

して更なる充実を図りたい。 

新たに気づいた課題・問題点は何か。また、

どのような対策が考えられるか。 

 近い将来、新宿区全域を対象とすることを前提

に始めた事業であり、取り敢えず「四谷地区」に

絞っての活動の実績から地域活動の原点は町会・

自治会との連携が重要と考えている。 

理解者や支援者が広がったか。 

定期的なイベント実施と自治体の発行する広報の

紹介記事等から、住民の理解者が増加し当会会員

登録の希望者が増え現在、新宿在住会員は７名に

達し地域活動として存在意義が高められている。 

事務局の執行体制は十分だったか。 

 人手＝旧職場 OB 会、資金=企画者の寄付、拠点

事務所=旧職場の協力と恵まれた環境のスタート

であり、拠点が地域情報を集め易い居住地でなか

ったことが唯一の難点であったが関係者の努力で

地域に伝手を得られたことは幸いであった。 

今回の事業を次年度以降も継続していく場

合、助成金だけに依存せず、今後も安定的

に事業を継続するための財源確保等に向け

た取り組みはなされていたか。 

 設立当初から重要事項として意識し、イベント

開催についても「参加費」を設定するなど、又会

員の友人知己からの支援を図る手段として高齢者

向きの日常使用のダイアリーとしての「手帳」を

考案し、当会の PR と共に寄付・支援金等の謝礼

に使用するなど策を講じた。今後も高齢者の利便

を図る器具物品等を考案し、応援団体や個人の支

援を受け易くできる対策を講じていきたい。 

その他 

 希望として新宿区の助成資金対象団体への支援

同様、登録団体の拠点会場の確保などに優先確保

の利便が講じられることがあれば幸いです。 
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